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１. はじめに  

 河川の感潮域は，複雑な流れや物質分散を通して独特の生態系が維持されている．1995 年から運用が開始された

長良川河口堰の右岸側に位置する「せせらぎ魚道」では，延長 320m，幅 15m の区間に塩水遡上を許容して感潮域

の機能を維持している．著者らは，その「せせらぎ魚道」において，甲殻類モクズガニの幼生であるゾエアやメガロパ

が，塩水遡上を受動的な輸送過程として利用するなどの継続性を確認している 1）．一方，揖斐川には河口から

34.4km 地点に潮止め堰（南波）があるだけで長良川よりも感潮域が長く，対照的な河川となっている． 
 本研究では，長良川におけるモニタリングデータを活用しながら，揖斐川および長良川の河口域を対象にして，塩

水遡上時における河口密度流の流速分布および密度分布の時空間的な測定を行い，塩水と淡水による河口密度流

の混合過程について考察したものである． 
２. 研究方法 

(１) 揖斐川における現地調査 

 感潮域の流況と密度分布を把握するために，TRDI 社製超音波ドップラー多層流向流速計（以下，ADCP），NXIC
社製水質計（以下，CTD）を用いた．対象地点は，揖斐川河口より 13km 地点の揖斐油島大橋とし，2010 年 10 月 22
日（大潮）および 11 月 3 日（中潮）に干潮から満潮時にかけて連続観測を行った．観測方法は，ADCP は専用ボート

を橋梁上部からロープ牽引による移動方式，CTD は流心部定点におけるロープ垂下方式である．ADCP，CTD より

取得したデータはWin-River，Prov2.45を用いて解析を行った．なお，ADCPおよびCTDの設定条件を表-1に示す． 
(２) 長良川におけるモニタリングデータの解析 

 河口堰建設に伴って，治水・利水・環境（水質・底質・生物等）のモニタリング（1995〜1999 年度），フォローアップ

（2000〜2004）データが蓄積されている．今回は，河川流量，河口堰下流部（揖斐長良大橋および城南）の塩分濃度

（表層・低層・底層）と潮位変動に着目して時系列解析を行った．なお，せせらぎ魚道における潮位と塩水遡上の実

態については，2003 年 12 月〜翌年 2 月に実施された著者らの定点観測データを参考にした 1）． 
３. 結果および考察 

(１) ADCP 観測による流速ベクトルの時間変動 

図-1 は，10 月 22 日（大潮）13:19〜16:30 において ADCP により得られた鉛直平均流速ベクトルを示したものである．

赤線は ADCP の軌道，青線は平均流速ベクトルを示し，青線の長さは流速の大きさに比例している．なお，ADCP の

軌跡は毎回ほぼ同一測線上を移動するが同図では便宜上ずらして表示している．測線上はボトムトラッキング機能を

有し河床地形の原位置をモニタリングしているので，測線ごとの ADCP の軌跡はほぼ実績通りである．同図から，干

潮直前から時間とともに流速が減衰し，13:19 頃から塩水遡上に伴う流れの向きの反転が生じ，流速が徐々

に加速されていく様子がわかる．また，両岸の浅瀬では流速減衰が生じているもの流心部ではほぼ一様な流

速分布となり，上げ潮時最大流速は 60cm/s 程度を示している． 
(２) CTD 調査による塩分の鉛直分布 

11 月 3 日（中潮）において CTD によって得られた塩分濃度の鉛直分布の経時変化を示したものが図-2 である．同

図から，干潮前の9:30から満潮時に至るまでほぼ一様な鉛直分布を示していることがわかり，水塊の均一化が行われ

ている．詳細に見ると，13:30 の塩分濃度は鉛直方向に一様ではなく，30 分後の 14:00 と比較して高い塩分濃度を示

している． 当日は 13:30 から 14:00 にかけて 10m/s を超える強風（最大 13m/s）が継続的に観測されている．この要因

としては，北西方向の卓越風が継続したことによって吹送流が生成され，その補償流として高塩分の水塊が一時的に

遡上したことなどが考えられる． 
(３) タイダルプリズムによる河口密度流の流動形態の分類 
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